
１.目　　的

フォークリフト運転競技を通じ、順法精神と安全意識の高揚および運転の知識、技能の向上をはかり、もって安全作業の確立と実効ある労働災害防止の推進に資することを目的とする。

２.主　　催

　　陸上貨物運送事業労働災害防止協会　大阪府支部　京都府支部　滋賀県支部

３.開催日時

　　平成２６年７月２６日（土）９時００分～１４時予定
開 会 式　　　９時００分～
学科競技　　　９時３０分～
点検競技　　１０時１５分～

結果発表　　１３時４０分～
４.会　　場
（一社）京都府トラック協会　　〒６１２－８５８５
京都市伏見区竹田向代町４８－３
℡０７５－６７１－３１７５
５.参加資格

（１）陸運労災防止協会の会員事業場の在籍専従員で、勤務成績が優秀であること。

（２）参加申し込み日において、フォークリフト運転技能講習修了証取得後、１年以上経過していること。

（３）参加申し込み日において、フォークリフトおよび自動車の運転について過去１年間（人身事故については過去３年間）無事故であること。

（４）過去に全国大会で入賞(第１位～第５位)経験のないこと。

６.定　　員（６０名：予定）

　　選手申し込み人員につきましては、事前に各支部事務局へ問い合わせること。

※「参加費」は無料
７.申し込み要領

（１）別紙参加申込書に、「フォークリフト運転技能講習修了証」のコピーを添付して、所属する支部または分会に申し込む。

（２）申し込み締切り　　　平成２６年６月２７日（金）
８.競技種目および審査の概要

　　学科競技、点検競技の２種目の競技を行う。
学科競技の問題は「フォークリフト運転士テキスト」から出題し、点検競技は、フォークリフト運転技能講習規程に基づき実施する。

（１）学科競技
ア．所要時間４０分で、安全な運転の方法に関する必要な知識取得状況について、正誤方式により試験する。
イ．出題数は５０問とし、試験内容は、関係法令、走行に関する装置の構造および取扱いの方法、荷役に関する装置の構造および取扱いの方法、運転に必要な力学について行う。
（２）点検競技

ア．安全な仕事をするための「作業開始前点検」を主体として、フォークリフトにあらかじめ設定した不具合箇所を発見、報告する方法とし、点検要領の適切性について審査する。

イ．制限時間は５分とする。

ウ．使用車両は、「ＴＣＭ」製の最大荷重１.５トン(トルコン式ガソリン車)カウンターバランス型とする。

　　○型式：ＦＨＧＥ１５Ｔ４　　○ニューマチックタイヤ装着

９.競技の配点

　　配　　点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　 ４００点(満点)

　　学科競技・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　 ３００点

　　点検競技・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　 １００点
１０.順位の決定

　　総合得点(満点４００点)の高い者をもって上位とするが、同点の場合は、まず点検競技の成績の良い者を上位とする。点検も同点の場合には生年月日が早い者を上位とする。

競 技 実 施 要 領

１.学科競技

（１）出題数は５０問とし、正誤方式とする。

（２）出題科目ならびに科目ごとの問題数および配点は、下表の通りとする。

	　　　　　　　　　　　


	問　題　数
	配　　　点

	関　係　法　令
	１０
	 ６０

	走行に関する装置の構造、取扱いの方法
	１０
	 ６０

	荷役に関する装置の構造、取扱いの方法
	２０
	１２０

	運転に必要な力学
	１０
	 ６０

	合　　　　計
	５０
	３００



（３）制限時間は４０分とする。

（４）競技の進行

ア．解答用紙を配布する。

イ．審査員から、解答用紙の記入について説明があったのち、問題を配布する。

ウ．審査員からの「始め」の指示で開始し、「終了」の合図で筆記具を置き、解答用紙、問題を机の上に伏せる。

エ．競技時間４０分で、終了時間が近づくと「１０分前」、「５分前」の予告をする。

オ．問題を一通り見て、字の不明なところがあれば、手を挙げて審査員に聞くこと。ただし、問題の内容に触れるものには回答しない。

カ．問題回答が早くできた場合でも会場退出は禁止とする。

２.点検競技

（１）フォークリフトにあらかじめ設定した不具合箇所を発見させて報告させる方法とする。

（２）制限時間は５分とする。

（３）点検競技用採点表に基づいて採点し、満点は１００点とする。
（４）減点対象事項

ア．点検すべき箇所、または内容を点検しなかった場合。
（別紙１「作業開始前点検項目」参照）
イ．不具合箇所(故障)を発見しなかった場合。

ウ．故障していない部位を「不具合」と誤答した場合。

エ．審査員に報告する際、点検箇所の名称を著しく誤った場合。

（５）競技の進行

ア．選手は誘導係の誘導により、それぞれ自分が点検する車両の正面に立ち、保護帽を着用し、車両の方を向いて待機する。係員の合図で点検を始める。

イ．競技進行中、残り時間が１分になると、「あと１分」と合図する。

ウ．審査員が「点検終わり」と告げると、直ちに点検を止めて、元の位置に戻り誘導係の指示に従う。

エ．競技終了後は誘導員の誘導に従う。

オ．競技終了選手と未競技選手の接触は厳禁する。

（６）競技要領

ア．点検順序、点検動作等は自由。

イ．点検中、点検箇所、点検内容および点検結果を審査員にわかるようにはっきり呼称する。また不具合(故障)箇所を発見した場合は、そのつど不具合状態をはっきり審査員に告げる。なお、不具合の原因まで追究して報告する必要はない。

ウ．不具合(故障)状況の報告は概ね次の要領による。

「○○不具合」・「○○不足」・「○○漏れ」・「○○なし」等。

エ．不具合箇所(故障)の修復は、審査員から特に指示された場合を除き行なう必要はない。

オ．次の事項は行う必要はない。

①エンジンを始動して行う点検

②測定器具を使用して行う点検
③分解を必要とする点検
カ．点検順序、点検動作等は自由とする。なお、テストハンマー（点検ハンマー）、ウエスは準備してあるが使用する、しないは選手の自由とする。
（７）点検項目は別紙１の通り。
３.選手の行動
（１）受付および集合
日　時　　平成２６年７月２６日(土)　８時２０分受付開始

会　場　　京都府トラック協会
ア．選手は、７月２６日午前８時２０分～９時００分までの間に上記会場の１Ｆ受付で次の手続きを行う。
①所属支部名、氏名、会社名の確認を行う。
②ゼッケンの抽選を行う。

イ．ゼッケンは、競技終了するまで着衣する。

ウ．係員の案内する更衣室で着替え等を行い、会場のゼッケンと同番号のところに着席する。
（２）持参するもの

ア．保護帽(ヘルメット)

イ．作業服

ウ．安全靴

エ．手袋（軍手）

オ．雨衣(雨天の場合)
（３）服装について

作業服がみだれていたため災害が発生することがある。とくに、点検競技にあたって、服装等は次の基準に従うこと。

ア．保護帽は、あごひもをかけ正しく着用する。

イ．作業服は、袖、裾をしまりよく着用する。（袖をまくったりしないこと）

ウ．安全靴をはく。運動靴(スニーカー等)、草履等をはかない。

エ．手袋(軍手)は点検競技時に必ず着用すること。

（４）競技の説明
開会式にて（９時００分～９時３０分）、競技の留意事項の説明がある。競技について質問事項があれば予め用意しておくこと。
（５）学科競技

９時３０分開始、１０時１０分終了（予定）

（６）点検競技
１０時１５分開始、１３時１０分頃終了（予定）。
競技の公正を確保するため、点検競技を行う選手の待機場所を用意するので、点検競技未終了選手は、呼び出しがあるまで待機場所から外に出ないこと。
点検競技終了選手は、係員の指示に従い、未競技選手との接触は厳禁する。
（６）昼食
点検競技終了後。
（７）結果発表
１３時４０分開始（予定）。
１４時頃終了（予定）。
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